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１．はじめに 

フッ素は，歯質に対してはフルオロアパタイトの生成や，

初期脱灰部の再石灰化を促進させる効果がある。またプ

ラーク中の細菌に対しては酵素作用を抑制する。，そのた

め、う蝕の予防処置として家庭や歯科医院で広く使用さ

れている[1]．現在，フッ素応用法には，歯面塗布や洗口な

どさまざまな方法があるが，特にフッ素配合歯磨剤を用

いたブラッシングが一般的である．しかし，先行研究で

は，9000 ppm の歯面塗布に使用されるフッ素が CAD-
CAM用コンポジットレジンの表面粗さを増加させ，光沢

度を低下させる可能性が示唆されている[2]．一方で，歯磨

剤を使用したブラッシングが CAD-CAM 用コンポジッ

トレジンの表面に摩耗を引き起こし，表面粗さの増加や

光沢度の低下を招くことが報告されている[3],[4]．また，歯

磨剤には1500 ppmのフッ素が添加されているが，歯磨

剤に含まれる 1500 ppm フッ素が CAD-CAM 用コンポ

ジットレジンに与える影響は明らかにされていない．そ

こで本研究では，歯磨剤に含まれる1500 ppmフッ素が

CAD-CAM 用コンポジットレジンの表面性状に及ぼす

影響を明らかにすることを目的とする． 
 
２．材料と方法 
２．１ 材料 

市販の約1500 ppmのフッ素を含有する歯磨剤（製品A， 
B， C， D， E， F， G）を使用した．また，CAD-CAM
用コンポジットレジンブロックとしてセラスマート 300
（ジーシー）およびカタナ アベンシア P ブロック(クラ

レノリタケデンタル)を用いた．各ブロックは板状に切り

出し，鏡面研磨を施し，実験に供した． 
２．２ 方法 
各歯磨剤を板状の試料表面に塗布し，37℃で 14 日間の

条件で保存した．塗布時には，ブラッシングなどの機械

的な摩耗を避け，塗布のみを実施した．塗布から14日経

過後，試料は超音波洗浄を行い，歯磨剤を完全に除去し

た．試料表面は SEM 観察，AFM 観察，および光沢度測

定により評価した．光沢度の結果は一元配置分散分析を

用いて解析し，ダネット検定により未処理試料と各歯磨

剤処理試料を比較した（P < 0.05）． 

３．結果と考察 

SEM観察の結果（Fig.1）より，セラスマート 300およ

びカタナ アベンシア P ブロックのいずれのコンポジッ

トレジンにおいても，製品A，B，C，Dを塗布した試料

では，コンポジットレジンのフィラーの一部が溶解して

いることが確認された．光沢度の結果（Fig.2）では，未

処理試料と比較して，セラスマート 300およびカタナ ア

ベンシア P ブロックのいずれのコンポジットレジンでも，

製品A， B， C， D， Eで光沢度が有意に低下してい

た．これは，フッ素が電離してフッ化物イオンとなり，

フッ化水素を生成して，フィラー中のシリカと反応し，

フィラーが溶解したためと考えられる．その結果，表面

が粗くなり，光沢度の低下を招いたと推察される． 
(a) 

(b) 

Fig.1 各歯磨剤を塗布して 14 日経過した後の CAD-
CAM 用コンポジットレジンの SEM 像;セラスマート

300(a),カタナ アベンシアP ブロック(b) 
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(a) 

(b) 

Fig.2 各歯磨剤を塗布して 14 日経過した後の CAD-
CAM 用コンポジットレジンの光沢度;セラスマート

300(a),カタナ アベンシア P ブロック(b). 図中の異なる

小文字のアルファベットは群間内に有意差があることを

示す． 
 
４．おわりに 

以上の結果から，1500 ppmフッ素含有歯磨剤は，ブラッ

シングを行わなくてもフッ素がCAD-CAM用コンポジッ

トレジンのフィラーを溶解し，表面を劣化させる可能性

が示唆された．しかし，同じ 1500 ppmのフッ素濃度であ

っても，製品によって劣化の程度に差異が見られること

から，フッ素以外の成分も劣化に影響を与えていると考

えられる．今後，フッ化物の種類やその他の成分がCAD-
CAM 用コンポジットレジンに与える影響を明らかにす

る必要があると考えられる． 
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